
耐熱服地 についで

1. はじめに

耐熱服については，以前から軽量化と耐熱性の向上

が強く要望され当研究所においても昭和51年度にフェ

ノール系繊維を使用した耐熱服を試作し，軽量化を計
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ったが，耐熱性については，期待するほどの効果が得

られなかったため，本年度は繊維の種類及び組合せ方

法をかえることにより，耐熱服の軽量化と耐熱性の向

上を計る目的で継続して研究を行い，その結果を得た

ので報告する。

摘 要

〆「 No. 1 1.0 630 芳香族ポリアミドと難燃ポリノジックの混紡
ア

表ルコ
No. 2 1. 52 350 ホルムアルデヒドレジン系

テ
No. 3 0.91 666 地 ン

グ
0.47 647 、./ No.4 ガラス繊維

No. ，6 :U5 5印 |超極細ガラス繊維を防炎クロスで被ふくしキルチイング

裏
No.7 2.0 3∞ ホルムアルデヒドレジン系をフェルト

No. 8 4.0 500 ホルムアルデヒドレジン系をフェルト

No.9 2.5 550 防炎処理をほどこした綿

No.LD 2.-05 520 ホルムアルデヒドレジン系をキルティング
地

|芳香族ポ日アミドと難燃ポりノジリの混紡No.ll 0.65 260 

3. 世験方法

(1)撚通過賦験

都市ガスを熱源とし，シユパンタパーナにより試験

材料に O.3calf佃 2secの放射熱を当て 4分後の裏面

温度上昇を測定した。

事第ー研究室

位) 熱反射試験

赤外線電球(lOOV，2日IW)を熱源とし，光線が平

行光線に近い状態において試料の面に45度の方向に照

射し，入射光線と直角方向の反射光線を放射計で測定

したときの反射率を求めた。
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4. 果

(1) 熱通過試験

供 試材の組合せ
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重(g!rd)量 裏上面昇の温度

4.0 

6.2 

設む 3.7 
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(2) 熱反射試験

供試材 1 値 i供試材 il(3回の平均値)I (7';."<1''] I ( 3回の平均値〕

川 58.0% I NI 招 m

h2 1 683%ll 石綿 49.0%

削 62.6% I 

5. 

今回の各種耐熱服地繊維の組合せ方の相違による各

種試験結果はlIIJ述のとおりである。これらの値を綴在

使用されているお綿製献熱服の試験結果と比較ナと

熱通過試験においては，裏面にN<i8 + No.llを使用した

場合，設びにぬ惑を使渇した場合においては，

どの繊維を用いても図ー 1のように石綿製耐熱服より

も温度上昇は上 5~5 叡度低くなっており，

結果となった。

しかし， No.8 +No.llを用いた場合においては重量的

には大設な差はないが舎線さが i幽以上も浮くなるた

め活動性の低下が不安である。 No.6を用いた場合は重

一織は石綿製総務私服の
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図-1 ア.熱通過試験温度上昇結果 イ.布厚 ウ 重 量

量は戦くなり?浮さもほとんど絞らなレため，お綿製

耐熱服ょっ良いものになると考えられる。裏地にNo.9

を使F絡した場合は重量は軽くなるが，綴綾上昇は表地

にN<ilを用いた場合以外は石綿製耐熱服よりも1.5-

3"C程度高くなっている。 No.IOを用いた場合において

も重ば軽く，淳さも語学くなるが，温綾上昇はぬ3を

表地に用いた場合以外は石綿製耐熱服より耐熱的に劣

っている。ますよ波乱7+ぬ11を渇いた場合?には，盤整は

455 g 1m'も軽くなり，厚さは同程度であるにもかかわ

らず， i幾度上昇の結果ぬ4をいた場合なのぞ 2

~3 低くなっている。熱反射試験においては，石綿

製耐熱服は49%と低い値であったが他の繊維はし、ずれ

も高い綴を示い熱反射性能力ぐれている。

これらの結果を総合して耐熱服に適した繊維を判断

( 

するみ?裏地にはNo.6 ;またはぬ+No.l1::¥:'用い宮潟地

にNo.l，No.2， No.3を用いた耐熱服であれば，現在の

石綿製耐熱服ょっ，軽設で耐熱!出こ富んだ耐熱2誌が得

られるものと思われる。

わりに

耐熱服の軽量化及び耐熱性の向上を図るための，耐

熱服地の組合ぜ方法による研究についてはp 現在販

されている服地を用いた場合について一応把皇室出来た

ので9 今後は縦熱服で一言番弱点とされている面熱意思の

耐熱性の向上と機能性を良くするための構造等につい

て研究を進めることとし新ナ汁こ耐熱服に適した繊維

が開発れた時点でさらに素将憾の研究殺行って、き

t~ \， 、。
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